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日
本
と
韓
半

王
家
・政
治
家

天
智
時
代
の
「閣

漢
字
文
化
圏
と

言
語
文
法
の
類

語
彙
の
独
自
性

建
造
物
・仏
像 半

島
の
間
の
頻
繁
な

家
・文
化
人
の
交
流

閣
僚
」
江
戸
時
代

朝

と
し
て
の
類
似
な
メ
ン

類
似
性(
ウ
ラ
ル
ア
ル
タ
イ

性
・服
装
・食
物
の
共
通
点 な

往
来

鮮
通
信
使

ン
タ
リ
テ
ィ

イ
系
）と

点

両
国
に
共
通
に
見

八
角
形
建
造
物

石
搭

盆
踊
り

野
遊

凧

楽

神
官
・巫
女
装
束

チ
マ

須
恵
器

土
師
器

陶
芸

祝
い
事

餅

生
菓
子

農
家
の
造
り
と
農
具

歌
手

俳
優

作
家

相
撲

レ
ス
リ
ン
グ

野
球

流
行
の
地

交
野
ヶ
原

外
来
語

郷
歌

万
葉 見

ら
れ
る
も
の

（
高
句
麗
）
仏
像(

百
済
）

器

独
楽

・チ
ョ
ゴ
リ

の
共
通
性

芸
［
陶
器
・磁
器
」

球

蹴
球

新
大
久
保

葉
集

日
本
人
の
構

原
日
本
人
（
シ
ベ

中
国
系
１
／
３

日
本
の
地
名

当
て
字
読
み(

特

新
羅

百
済

高

神
社
仏
閣
の
名

高
麗

狛

駒

北
東
ア
ジ
ア
史

中
華
思
想
か
ら

日
本
か
ら
見
た
説

構
成

ベ
リ
ア
・
ポ
リ
ネ
シ
ア
系
）
１
／
３

韓
半
島
系

１
／
３

名特
に
北
海
道
・沖
縄
）

高
麗
ゆ
か
り
の
名
称

名
称白

鬚

史
の
説
明

東
夷

西
戎

北
狄

南

説
明

皇
国
史
観
か
ら
の
好
都
合
解蛮解
釈
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山
形
明
郷
に
よ
る

山
形
明
郷
に
よ
る

山
形
明
郷
に
よ
る

王
扶
餘
（
王

後
裔
が
王

す
で
に
半

底
流
に
文

近
隣
王
家

家
の
祠

王
家
）
の
血
筋
の
象

王
家
の
血
を
祠
に
祀

半
島
の
王
家
は
消
滅

文
化
の
象
徴
が
凝
縮

家
内
の
血
筋(

相
続
） 徴っ

て
い
る

し
て
い
る

し
て
い
る

争
い
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現
在
の
中
国
東

共
通
のこ

天
界
を
支
配
す

東
北
部
・
韓
半
島
・

の
扶
餘
血
統
の
王
族

の
地
域
の
王
位
継
承

る
神
の
子
孫
と
し
て
地
上

日
本
列
島
周
辺

族
の
所
有

承
権

の
支
配
権
を
も
つ

天
地
支
配
者
の

扶
餘
の
血
筋

超
越
支

血
筋
の
拡
散

支
配
者
の
権
力

藤
原
氏
・
平
氏
・

徳
川
氏
・
明
治
政 の筋

（
侵
す
べ
か
ら
ず

支
配
者

散
の
少
な
い
ほ
ど
天
上
の

力
は
も
て
る
が
超
越
的
存
在

・
源
氏
・
北
条
氏
・
足
利
氏

政
府
に
よ
る
天
皇
の
権
威
の

絶
対
性
）

の
神
に
近
い

在
に
は
な
れ
な
い

氏
・
豊
臣
氏

の
利
用

「
血
の
特
殊
性
と

王
家
の
血
の
濃
度
が
一

支
配
階
級
に
留
ま
る
（

被
支
配
者
（
人

支
配
者
に
伴通

婚

諸
々
の
日
本
先
住

支
配
権
を

遅
れ
て
支 と

均
一
性
」
の
思
想

定
レ
ベ
ル
以
下
で
は
王
家
に
入

（
超
越
支
配
者
に
は
決
し
て
な
れ

人
民
）
の
血
は
均
一
性
を

伴
っ
た
人
々
と
異
民
族
相

婚
に
よ
る
徹
底
し
た
混

住
民
族
を
出
雲
族
を
象
徴
と

を
「
国
譲
り
」
と
し
て
総
括

支
配
し
た
蝦
夷
に
つ
い
て
も 入

れ
な
い

れ
な
い
）

を
求
め
ら
れ
た

相
互
移
住
と

混
血

と
し
て
、

括も
同
様



王家の祠 2011/3/2

東京医科歯科大 若松秀俊 E-mail：wakamatsu.bse@tmd.ac.jjp
4

高
句
麗
～

高
句
麗
～

高
句
麗
～

扶
餘
の
王～

沸
流
系
百
済
～
大

～
温
祚
系
百
済
～
大

～
新
羅
～
大
和

王
家
の
血
筋大

和
大
和

筋

乙
巳
の
変

百
済
沸
流

新
羅
系

景

百
済
沸
流

百
済
温
祚

い
っ
し大

和
王
家（

大
化
）
六
四
五

系

崇
神

景
行―
成
務―

仲
哀

系

応
神

系

継
体

家
の
出
自

五
年
以
前

哀

大
化
の
改

百
済
系
欽
明

高
麗
系
皇
極

百
済
系
天
智

新
羅
系
天
武

聖
武
ー
孝
謙

大
和
王
家

改
新
六
四
五
年

明
ー
舒
明

極
ー
孝
徳
ー
斉
明

智
ー
布
基
ー
＊
光
仁
ー

武
ー
持
統
ー
文
武
ー
元

謙
ー
淳
仁
ー
称
徳
＊

家
の
出
自

年
以
後

ー
桓
武

元
明
ー
元
正
ー

著
者
の
同
一
人
格
で

ど
の
よ
う
に
歴
史
に

鬼
室
集
斯
と
い
う
王

登
場
人
物
は
歴
史
上

実
在
し
た
と
思
わ
れ

描
い
た
フ
ィ
ク
シ
ョ

百
済
王
明
信
と
桓
武

人
物
構あ

る
一
人
の
旅
人
が
主

に
関
心
を
も
ち
そ
れ
に
入

室
の
流
れ
の
因
縁
を
絡

実
在
し
た
支
配
者
階
級

れ
れ
る
人
物
を
「
血
の
一

ン
で
あ
る

武
・
平
城
・
嵯
峨
と
の
絡

構
成

主
人
公
で
あ
る
。

入
っ
て
い
っ
た
か
。

絡
ま
せ
た
。

級
と系

」
の
立
場
か
ら

絡
み
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扶
餘
の
血
の
一
系
に
よ

和
王
朝
で
は
異
質
で
あ

持
統
（百
済
系
）
天
皇
の

天
武―

持
統―

文
武―

王
族
内
の
権
力
争
い
と

血
の
合
体
に
よ
っ
て
改
め

光
仁―

桓
武―

平
城―

日
本
文
化
の
原
型
と
価

背
景
構
成り

近
い
王
家
に
天
武
（新
羅

あ
っ
た
が
、

の
存
在
が
こ
れ
を
事
実
上
解

―

元
明―

元
正―

聖
武―

孝

百
済
系
へ
の
復
帰
と
政
治
機

め
て
百
済
系
権
力
と
権
威
の

―

嵯
峨―

淳
和―

仁
明―

文

価
値
観
へ
の
展
開

花
鳥
風
月

成

羅
系
）
天
皇
の
存
在
は
大

消
し
た
。

孝
謙―

淳
仁―

称
徳

機
構
の
整
備

の
基
盤
整
備

文
徳―

清
和

月

生
活
様
式

ま
え
が
き

石
の
祠

大
和
の
王
家

渡

来

血
と
権
力

敗

北

再
興
の
努
力

新

天

地

唐
の
圧
力

扶血万節み開み蝦陰

王
家

歌

垣

初

恋

王
家
の
女

天
覧
相
撲

天
皇
の
都

曲
水
の
宴

父
と
子

皇
位
と
血
統

宗

教

餘
の
血

の
執
念

葉

集

会
相
撲

こ
と
の
り

眼
供
養

ち
の
く

夷
征
伐

謀
と
叛
乱

後樟血兄出神交あ

家
の
祠

宮
の
愛

葉
の
命
脈

と
弟陣

仏
の
加
護

野
ケ
原

と
が
き

参
照
文
献

古
事
記

太
安

七
二
〇
年
、
続

氏
録

万
多
親

五
一
年
、
日
本

原
良
房
六
・
伴

八
九
二
年
、

良
峯
安
世

八

勢
物
語
な
ど
の 安

万
侶

七
一
二
年
、
日
本

続
日
本
紀

菅
野
真
道

七

親
王

八
一
五
年
、
懐
風
藻

本
後
紀

藤
原

八
四
一
年

伴
善
男

八
六
九
年
、
類
聚

凌
雲
集

小
野
岑
守

八

八
二
七
年
、
万
葉
集

奈
良

の
記
述
に
よ
る
も
の
で
あ
る 本

書
紀

舎
人
親
王

七
九
七
年
、
新
撰
姓

藻

近
江
三
船

七

年
、
続
日
本
後
紀
藤

聚
国
史

菅
原
道
真

八
一
四
年
、
経
国
集

良
御
集

水
鏡

伊

る
。

一

本
文
に
直
接

継
体(

五
〇
七
～
五
三

九) ―

欽
明(

五
三
九
～

五
八
七) ―

崇
峻(

五
八

八
～
六
四
一) ―

皇
極

(

六
五
五
～
六
六
一) ―

七
二) ―

天
武(

六
七
三

(

六
九
七
～
七
〇
七) ―

聖
武(

七
二
四
～
七
四
九

四) ―

称
徳(

七
六
四
～

八
〇
六) ―

平
城(

八
〇

三
～
八
三
三) ―

仁
明

接
・
間
接
に
関
連
す

一) ―

安
閑(

五
三
一
～
五
三
五
）

～
五
七
一) ―

敏
達(

五
七
二
～
五

八
七
～
五
九
二) ―

推
古(

五
九
二

(

六
四
一
～
六
四
五) ―

孝
徳(

六

―

天
智(

六
六
一
～
六
六
八
～
六
七

三
～
六
八
六) ―

持
統(

六
八
六
～

―

元
明(

七
〇
七
～
七
一
五) ―

元

九) ―

孝
謙(

七
四
九
～
七
五
八)

～
七
七
〇) ―

光
仁(

七
七
〇
～
七

〇
六
～
八
〇
九) ―

嵯
峨(

八
〇
九

(

八
三
三
～
八
五
〇) ―

文
徳(

八 す
る
天
皇

）―

宜
化(

五
三
五
～
五
三

五
八
五) ―

用
明(

五
八
五
～

二
～
六
二
八) ―

舒
明(

六
二

六
四
五
～
六
五
四) ―

斉
明

七
一) ―

弘
文(

六
七
一
～
六

～
六
九
〇
～
六
九
七) ―

文
武

元
正(

七
一
五
～
七
二
四) ―

) ―

淳
仁(

七
五
八
～
七
六

七
八
一) ―

桓
武(

七
八
一
～

九
～
八
二
三) ―

淳
和(

八
二

八
五
〇
～
八
五
八) 



王家の祠 2011/3/2

東京医科歯科大 若松秀俊 E-mail：wakamatsu.bse@tmd.ac.jjp
6

二

古
代
百
済
王
家

以
下
の
百
済
王
の
系
図
は

歴
史
（
韓
国
高
校
教
科
書

わ
ち
、
教
科
書
に
記
さ
れ

の
資
料
と
異
な
る
部
分
が

部
分
が
あ
る
。
本
文
は
、

し
た
も
の
で
あ
る
。

温
祚
王―

多
婁
王―

己

肖
古
王(

一
六
六
～
二

(

二
三
四
～
二
三
四)

古

～
二
九
八)

汾
西
王(

二

四)

契
王(

三
四
四
～
三 家は

ソ
ン
・
ヨ
ノ
ク
、
チ
ョ
・
チ
ャ

書
日
本
語
訳
）
明
石
書
店

平
成

れ
た
韓
国
の
公
式
見
解
で
あ
る

が
あ
る
。
ま
た
、
韓
国
の
市
販

こ
れ
ら
を
考
慮
し
、
筆
者
が

己
婁
王―

蓋
婁
王
に
引
き
続

二
一
四)

仇
首
王(

二
一
四
～

古
爾
王(

二
三
四
～
二
八
六

二
九
八
～
三
〇
四)

比
流
王

三
四
六)

近
肖
古
王(

三
四
六 ャ

ン
ス
ン
著

韓
国
の

成
九
年
に
よ
る
。
す
な

。
し
か
し
、
日
本
側

の
資
料
と
も
異
な
る

推
測
を
交
え
て
詳
述

続
い
て
、

～
二
三
四)

沙
伴
王

)

責
稽
王(

二
八
六

王(

三
〇
四
～
三
四

六
～
三
七
五)

三

百
済
王
家
（韓
国国
側
資
料
）

東
城
王

武
寧
王

聖
王

威
徳
王

恵
王

法

禅
広

昌
成

遠
宝
（
常
陸
守
）

郎
虞

南
典

孝
忠

全
福

敬
福
（
陸
奥
守
・
常
陸
守
）

理武利文玄

東
城
王

武
寧
王

聖
王

威
徳
王

恵
王

法

禅
広

昌
成

遠
宝
（
常
陸
守
）

郎
虞

南
典

孝
忠

全
福

敬
福
（
陸
奥
守
・
常
陸
守
）

理武利文玄

四

百
済
の
流
れ
を

大
和
に
根
を
下
し
た
王
族
は

た
百
済
可
成
も
知
ら
れ
て
い

王

武
王

義
慈
王

孝泰隆
（
皇
太
子
）

演豊

慈
敬

英
孫
（
出
羽
守
）

三
忠
（
出
羽
守
）

孝
法
（
桓
武
尚
侍
）

理
伯
（
伊
勢
守
）

俊
哲
（
陸
奥
鎮
守
将
）

武
鏡
（
出
羽
守
）

明
信
（
桓
武
尚
侍
）

恵
信
（
桓
武
宮
人
）

明
本
（
桓
武
宮
人
）

教
仁
（
桓
武
女
御
）

利
善

文
鏡
（
出
羽
守
）

玄
鏡

聡
哲

教
徳

教
俊

王

武
王

義
慈
王

孝泰隆
（
皇
太
子
）

演豊

慈
敬

英
孫
（
出
羽
守
）

三
忠
（
出
羽
守
）

孝
法
（
桓
武
尚
侍
）

理
伯
（
伊
勢
守
）

俊
哲
（
陸
奥
鎮
守
将
）

武
鏡
（
出
羽
守
）

明
信
（
桓
武
尚
侍
）

恵
信
（
桓
武
宮
人
）

明
本
（
桓
武
宮
人
）

教
仁
（
桓
武
女
御
）

利
善

文
鏡
（
出
羽
守
）

玄
鏡

聡
哲

教
徳

教
俊

を
汲
む
家
系

は
禅
広
王
子
で
あ
る
。
そ
の
他
、
国
宝

い
る
。

慶
仲

豊
俊

真
善

慶
也

貞
香
（
桓
武
女
御
）

真
徳
（
桓
武
女
御
）

永
雲

慶
命
（
嵯
峨
女
御
）

慶
仲

豊
俊

真
善

慶
也

貞
香
（
桓
武
女
御
）

真
徳
（
桓
武
女
御
）

永
雲

慶
命
（
嵯
峨
女
御
）

宝
仏
教
画
を
残
し

五

継
体
天
皇
か
ら

継
体

宣安欽

26

272829

継
体

宣安欽

26

272829
ら
斉
明
天
皇
ま
で

宣
化

安
閑

欽
明

崇
峻

推
古

用
明

聖
徳
太
子

敏
達

茅

押
坂
彦
人

大
兄
皇
子

303132 33

34

宣
化

安
閑

欽
明

崇
峻

推
古

用
明

聖
徳
太
子

敏
達

茅

押
坂
彦
人

大
兄
皇
子

303132 33

34
舒
明

山
背
大
兄
王

孝
徳

皇
極

(

斉
明)

茅
渟
王

34

3536 37

舒
明

山
背
大
兄
王

孝
徳

皇
極

(

斉
明)

茅
渟
王

34

3536 37
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34

38

3940

34

38

3940 41

六

舒
明
天
皇
か
ら

天
武

天
智

弘
文

舒
明

4343

太
田
皇
女

施
基
皇
子

元

持
統

42 44

45

46

47

49

50

515253

54

42 44

45

46

47

49

50

515253

54

ら
醍
醐
天
皇
ま
で

淳
仁

仁
明

光
仁

桓
武

淳
和

嵯
峨

平
城

葛
原
親
王

高

草
壁
皇
子

舎
人
親
王

文
武

聖
武

元
明

元
正

孝

48
55

56

58

59

48
55

56

58

59

5７

宇
多

清
和

文
徳

高
見
王

平
高
望

光
孝

陽
成

醍
醐

60

謙
（称
徳
）

行
政
制
度

中
央
官
制

神
を
祀
る
祭

（

政
庁
と
首
都

藤
原
京
（
奈

平
城
京
（
奈

平
安
京
（
京

陰
陽
道
の
基

地
方
官
制

蝦
夷
平
定
に

度
（
律
令
官
制

神
祇
官
・
太
政
官
制

神
の
系
統
を
整
備―

中
臣
と
藤

都
の
整
備

良
）
持
統
天
皇

良
）
元
明
天
皇

都
）
桓
武
天
皇

礎

建
築
の
整
備

国
司

郡
司

よ
り
全
国
的
に
整
備

制
）

制
原
）

海
外
と

遣
唐
使
の
派
遣

留
学
僧
の
派
遣

天
台
宗

真

仏
教
鎮
護
国
家

哲
学

文
学

絵

自
然
と
合
体
し
た

芸
術

と
の
交
流

遣
最
澄
と
空
海

真
言
宗

家
の
思
想

画

音
楽

演
劇
の
輸
入

た
美
を
体
現
す
る
日
本
の
仏

術
と
仏
教
の
融
合
の
伝
統

仏
教
の
基
礎

天
皇
の
存
在

天
武
天
皇
に
よ
る
律
令

天
文
学
と
農
作
の
占

元
日
節
会
、
踏
歌

元
明
天
皇

律
令
国
家

税
制
の
整
備

聖
武
天
皇
に
よ
る
仏
教

相
撲
奉
納
に
よ
る
農

桓
武
天
皇
に
よ
る

政

北
天
の
祭
司
に
よ
る

天
地
祭
祀
権

在
と
国
家
の
基

令
整
備

占
い節

会
、
新
嘗
祭
、
大
嘗
祭

家
建
設

教
鎮
護
国
家

農
作
祈
願

政
治
的
に
も
絶
対
専
制
を
目
指
す

る
農
業
祈
願

権
の
権
威
の
裏
付
け基

礎
確
立

す け
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百
済
渡

交
野野

遊

宮
廷
曲

花
鳥

宮
廷
人渡

来
人
の
地

野
ヶ
原

遊
び
・
薬
猟
り
・
馬
遊

曲
水
の
宴

鳥
風
月蓮

・
梅
・
桃
・
桜

人
の
社
交

び・
菊

菊桓
武
・
平

漢
詩
・菊

明
治
に
お
け平

城
・
嵯
峨

菊
の
栽
培
・生
命

け
る
正
式
な
天
皇
家
紋
章章

桜日
本
人
の
気

和
歌
に
よ
る

渚
の
院

惟
喬
親
王
と 気

質
と
気
候

る
意
志
疎
通―

相
聞
歌

桜
と
在
原
業
平

放
生
会

盆
踊

韓
半
島

笛
の
三
笙
と

文
学

娯
楽

碁
・将
棋
・双
六

風
習

吏
読―

万
葉
仮

楽
器

踊
り

相
撲

島
を
源
流

コ
ム
ン
ゴ
、
伽

琴
、

六仮
名

郷
歌―

和
歌

琵
琶
の
三
弦



2011/2/15

1

伝 鬼室集斯の墓近江日野鬼室神社

白村江錦江 宮南池

鬼室福信を祀った
忠清南道扶餘郡恩山別神堂特別史跡 百済寺跡

武寧王の古墳出土金冠
相撲をとる力士埴輪高松塚古墳壁画

大山陵〈伝承仁徳天皇陵）
百済香炉百済香炉

近江蒲生町 石塔寺 重 塔

定林寺 百済塔（ﾍﾟｸﾁｪｯﾌﾟ）

近江蒲生町の石塔寺三重の塔

曲水の宴を催した慶州鮑石亭

曲水の宴が催されたと伝えられる

平城京左京三条二坊宮跡庭園

桓武天皇肖像平安神宮所蔵
百済王明信( )
向日市文化資料館所蔵
百済王明信( )
向日市文化資料館所蔵

全氏の祖先を祀ると伝えられる古墳桓武天皇肖像平安神宮所蔵 向日市文化資料館所蔵向日市文化資料館所蔵
全氏の祖先を祀ると伝えられる古墳

全義明氏の族譜の一部


